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算数の言葉を用いて自分の考えを表現し、数学的に見たり考え

たりできる子の育成を目指して
瑞浪小学校 板橋俊子

概 要

算数の言葉を用いて自分の考えを表現し、数学的に見たり考えたりできる子の育成を目指して、

実践を行った。

数学的に見るとは、児童自身が単元の学習内容のもとになるよさ（本質）に気付き、よさを問題

解決に生かしていくことである と捉えている 児童の実態に合った算数的な活動を具体化し 身、 。 、「

に付けたい算数の言葉」を選択し、数学的に見たり考えたりできる児童を育成したいと試みた。

児童の実態に合わせた算数的活動を工夫することにより、児童が楽しく学び、児童自身が学習の

。 、「 」 、理解度や伸びを自覚することができた また 身に付けたい算数のことば を使うことによって

「前よりもうまく説明できるようになった」と感じる児童が増えた。

Ⅰ はじめに

今年度は、３年生の児童を担任している 「小。

数のたし算」の授業中 「先生、小数はむずかし、

いと思ったけれど、０．１をもとにすれば今まで

のように整数で計算できるから簡単だね 」とつ。

ぶやく児童があった。その時、他の大勢の児童か

ら「なるほど」という反応の声が湧き上がった。

算数は、難しく見えることをいかに単純なもの

にしていくかということであることを児童から教

えられた。

Ⅱ 研究主題設定の理由

１、本校の研究テーマとのかかわり

本校の研究主題は 「問い続ける子」である。、

また、サブテーマは 「一人一人を伸ばす共同追、

究」であり、本年度は、共同追究を視点として研

究をすすめてきた。共同追究の足場として算数の

言葉を用いて表現する力を付けることにより、本

校の研究テーマに迫りたいと考えた。

２、市の研究テーマを受けて

市の研究テーマ「子どもの思考力・表現力を高

める指導のあり方」を受けて、児童に自分なりの

考えの根拠を明確にもたせることで、テーマに迫

。「 、 。っていきたいと考えた 私の考えは ○○です

どうしてこうやったかというと、前の勉強で習っ

た○○を使って・・・」と、算数の言葉を用いて

○○についてわかりやすく説明できる児童を育て

ていきたいと考えた。

３、児童の実態から

年度当初、３年生の児童の実態を以下のように

捉えた。

○操作活動や話し合い活動に意欲的に取り組む

ことができ、操作を通して見つけたことを進

んで説明しようとする児童が多い。

▲挙手は多いが 「わけ」を説明するように促、

すと、手が下がってしまう。自分の考えを順

序立てて説明したり、論理的に説明したりす

ることが苦手な児童が多い。

４、目指す姿

年度当初の児童の実態をふまえた上で、１年間

の実践を通して目指す姿を以下のように捉えた。

◇その領域や単元で必要な基礎的・基本的な知

識や技能を確実に身に付けている子

◇具体的な操作を通して、根拠となる事柄を明

確にすることができる子

◇算数の言葉を使って自分の考えを表現できた

り、順序立てて考えたり、説明したりできる

子

◇いろいろな事象を数学的に見たり考えたり

し、仲間と話し合って解決する楽しさを味わ

う子
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Ⅲ 研究の目的と研究主題

以上のことから、本年度の研究テーマを「算数

の言葉を用いて自分の考えを表現し、数学的に見

たり考えたりできる子」と設定した。

Ⅳ 研究の仮説

（１）数学的に見るための算数的な活動を工

夫する。

（２ 「身に付けたい算数の言葉」の習得を）

図る。

Ⅴ 研究の内容と具体的な手立て

研究内容１ 数学的に見るための算数的な活動

を工夫する。

「数学的に見る」とは、児童自身が単元の学習

内容のもとになるよさ（本質）に気付き、よさを

問題解決に生かしていくことである、と捉えた。

児童の実態に合った算数的な活動を具体化するこ

とで、数学的に見たり考えたりできる児童を育成

したいと考えた。

（１）単元で味わわせたいよさと児童の実態を把

握する。

（２ 「つかむ」過程で、算数的な活動と数学的）

に見るための指導援助の工夫を行う。

（３ 「ふかめる」過程で、算数的活動の工夫と）

数学的に見るための指導援助の工夫を行

う。

研究内容２ 「身に付けたい算数の言葉」の習

得を図る。

「身に付けたい算数の言葉」は問題への見方や

考え方を表したものである。使わせたい言葉を選

択し、積極的に使うように支援したいと考えた。

(１）個人追究の時に、説明する活動を位置づけ

算数の言葉の習得を図る。

(２）共同追究の時に、数学的に見たり考えたり

するための算数の言葉の習得を図る。

(３）算数の言葉を用いて、今日のたからものを

まとめる。

Ⅵ 実践 ～かけ算の筆算の実践を通して～

研究内容１ 数学的に見るための算数的な活動

を工夫する。

（１）単元で味わわせたいよさと児童の実態を把

握する。

単元のよさをとらえる

・位ごとに分けて計算すれば既習の計算で答え

を見つけることができる。

・乗法九九を用いれば、桁数が増えても計算で

きる。

・筆算形式は、速く計算するために、より簡潔

に表された形式である。

児童の実態を把握する

本単元で学習する基礎基本となる内容の

①かけ算九九

②かけ算のきまり（交換法則・分配法）

③計算の工夫

の３点について事前にプレテストを行い、実態を

把握した。

①かけ算九九 （かけ算１００マス）

（ ）ほぼ定着 ２人 時間がかかりミスが多い

定着している １７人（５分以内）

すらすらできる ２０人（３分以内）

②かけ算のきまり（１０×８の答えは、９×８

の答えよりもいくつ大きいか）

不正解 １０人

正解 ２９人

③計算の工夫（７＋３）×６＝（７×６）＋

（３×６）

不正解 ８人

正解 ３１人

３つのタイプとして児童をとらえる

プレテストの結果より、本単元を学習をすすめ

る上で、児童の実態を以下の３つのタイプとして

捉えた。
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、 、Ａタイプ・・・乗法九九は ほぼ定着しているが

乗法の意味や乗法のきまりについて理解が浅い。

乗法九九は、定着しており、得Ｂタイプ・・・

意としているが、乗法のきまりを用いたり、工夫

して答えを求めたりすることに抵抗がある。

、 。Ｃタイプ・・・ 既習事項は ほぼ定着している

乗法のきまりを用いて、工夫して答えを求めるこ

とができる。

願う姿と願いに近づくための算数的活動をタイプ

別に具体化する

２９×３の計算の仕方

①お金を用いて具体的な場面で計算する方法

（Ａタイプへの手立て）

②自分なりの式を見つけて、既習の方法を生かし

て計算する方法

（Ｂ，Ｃタイプへの手立て）

の２つの方法から追究できるようにすることで、

どの児童も自分なりの考えをもち、筆算のよさの

理解を深めることができるようにした。

Ａタイプの児童の予想されるつまづき

前時の学習を使って九九で答えを見つけようとする

ものの、本時では繰り上がりがあるので、その繰り上

がりをどのように処理したらよいのか戸惑うであろ

う。

願う姿

お金を使って考え、２９を位ごとに分けて、２０と

９に分けることができる。位ごとに分けて計算し、そ

れらの答えを合わせて計算すればよいことに気付くこ

とができる。

Ａタイプの児童のための算数的活動

お金を用いて

⑩⑩ ①①①①①①①①① ⑩が２こと９

⑩⑩ ①①①①①①①①① ⑩が２こと９

⑩⑩ ①①①①①①①①① ⑩が２こと９

⑩が６こと９が３こで ６０＋２７

Ｂタイプの児童の予想されるつまづき

繰り上がりがあることに気付き、前時の学習を使っ

て筆算で答えを見つけようとするものの、繰り上がり

をどのように処理したらよいのか戸惑うであろう。

願う姿

分解式や自分なりの筆算の式を見つけて考え、２９

を位ごとに２０と９に分け、２７の２が１０の位に繰

り上がることを理解し、１０の位に繰り上がる２の意

味を説明することができる。

Ｃタイプの児童の予想されるつまづき

１つの方法だけでなく、既習の学習からいくつかの

方法で答えを見つけることができるであろう。正しい

式かどうかを吟味したり、式を関連付けて考えたりす

ることに抵抗がみられるだろう。

願う姿

２９を位ごとに２０と９に分け、２７の２が１０の

位に繰り上がることを理解し、その意味を自分の見つ

けた式をもとにして、順序立てて説明することができ

る。

Ｂ、Ｃタイプのための算数的活動

分解式

２０×３＝６０

２９×３ ８７

９×３＝２７

既習の計算を使って計算できるよさ

２段式筆算

２９

× ３ 位ごとに分けて

２７ 順序よく計算できる

６０ よさ

８７

筆算

２９ より簡潔に

× ３ 表現された

８７ 筆算の形式

(２ 「つかむ」過程での算数的な活動と数学的）

.に見るための指導援助の工夫を行う

つかむ段階での算数的活動と指導援助

つかむ 算数的活動

前時の学習と比べ、本時課題把握
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の課題を見つける

・前の勉強とにているところは？数学的に見たり

・前の勉強とちがうところは？考えたりするた

・わかっていることは？めの教師の発問

・聞いていることは？

・はっきりさせたいことは？

・むずかしいところは？

２９×３の計算の仕方

教師から のように意図的な発問を

行うことにより、 のように繰り上がり

の見方を高めることができた。

問題 １こ２９円のクリップを３こ買います

代金は何円でしょう。

Ｃ：式は２９×３です。

Ｔ：今までの計算とちがうところはどこでしょ

う。

Ｃ：９×３＝２７だから昨日と違って繰り上が

りがある。

Ｃ：１の位が繰り上がっている

Ｃ：今日の課題は「１の位が繰り上がる計算の

仕方を考えよう」です。

Ｔ： 前の問題３２×３の掲示を示し）３２×（

３では繰り上がりがなかったね。今日の問

題では （２９×３の９と３の数字に○を、

つけ 、くり上がりが１の位にある計算の）

仕方を考えます （課題を黒板に書く ）。 。

（Ｃ ノートに「今日の課題を２９×３の計算

」 、 。）の仕方を考えよう と書き 赤線で囲む

数学的に見るための指導援助

前時に学習した３２×

３の筆算を提示すること

により、既習を生かした

。追究ができるようにした

また 「繰り上がりをどの、

ように処理するのか」と

投げかけることにより、

「前と同じこと 「前と違」

うこと」を明確にし、繰

り上がりのある筆算の形

式を類推することができ

るようにした。

（３ 「ふかめる」過程で、算数的活動の工夫と）

数学的に見るための指導援助の工夫を行

う。

個人追究（足場）となる４つの視点

４つの視点

・どんな方法で考えたのか（わけ）

・なぜそのように考えたのか（既習の活用）

・どのように考え、答えを見つけたか（解決方

法の順序）

・答えや結果がどうなったのか （結論）。

数学的に見るための指導援助

ふかめる 算数的活動

（個人追究 ） 今までに習ったことを用

いて自分の考えをもつ

（既習の活用）

数学的に見るため 児童の算数的活動

の指導援助

ものを使って具体化

絵や図を使って数量化

算数の言葉を使って図形化

自分の式をみつけて記号化

単純化

児童の個人追究の様子

Ｍ．Ｍ子・・・Ａタイプ

Ａタイプ・・・乗法九九は、ほぼ定着しているが、乗法の意

味や乗法のきまりについて理解が浅い。

１０月８日 ３２×３の計算の仕方

Ｍ．Ｍ子は、お金図を用いて考えた。

⑩⑩⑩ ①①

⑩⑩⑩ ①①

⑩⑩⑩ ①①

下に３０＋３０＋３０＝９０

２＋２＋２＝６

９０ ０を消して９６と書いた。

Ｍ・Ｍ子は、お金図を使って考えをもち、その

後お金図を式に表した。具体的な場面から式に表

し、解決することができた。かけ算よりもたし算

を用いて解決する傾向があることがわかった。
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１０月１３日 ２９×３の計算の仕方

個人追究の時、２９×３の繰り上がりの処理

に戸惑っていたので、困っている子を集めて解

決の手がかりを与えた。

真っ先に前に出てきたＭ．Ｍ子達に、お金図

を用いてヒントを出すと、お金図から自分の考

えを見つけることができた。

、 、個人追究の時 答えが８７になることを見つけ

筆算に表した。その後掲示を参考にしながら、分

解式の考え方の掲示を参考にして答えを見つける

ことができた。

１０月１５日 ７２×３の筆算の仕方

７２＋７２＋７２＝２１６

７×３＝２１ ２×３＝６

２１と６で２１６

たし算で答えを見つけることができたものの、

位に対する理解が弱く、７０を７としていた。

後からノート指導で、７０が３つで７０×３＝２

１０ ２１０＋６＝２と書くとよいことを指導し

た。

Ｍ．Ｍ子は、予想したように、お金図を用いて

。 、 、自分の考えをもつことができた また 本時では

予想した以上にお金図やたし算を使って答えをも

つ児童が多くみられたので、共同追究では、お金

図の考え方から取り上げ、お金図の考えを丁寧に

扱った。Ｍ．Ｍ子のように考えをもつことに時間

のかかる児童の理解につながったと思う。

＜Ｍ．Ｍ子が参考にした既習内容の掲示＞

Ａ．Ｈ子・・・Ｂタイプ

Ｂタイプ・・・乗法九九は、定着しており、得意としている

が、乗法のきまりを用いたり、工夫して答えを求めたりする

ことに抵抗がある。

１０月８日 ３２×３の計算の仕方

Ａ．Ｈ子は 「かけ算でやりました。まず、、

十の位が３０なので０をかくして、１の位の

３とかけて・・・」と書いたものの、時間切

れになってしまった。

それぞれの位にかけようとしたものの、どの数

字とどの数字をかければよいのか戸惑ってしまっ

たようであった。そこで、授業を終えた後のノー

トに文章で書くよりも、式に書き、式に矢印を入

れながら、整理して書くとよいことを指導した。

１０月１３日 ２９×３の計算の仕方

Ａ．Ｈ子は、個人追究の時 「たしざんでや、

るやり方は、２９このクリップを３こ買うの

で２９を３回たして８７で答えは、８７だと

。」 、 。思いました と書き 以下の式を書いていた

２０×３＝６０ ９×３＝２７

２７＋６０＝８７

Ａ．Ｈ子は、たし算で答えを見つけた後、分解

式を用いて答えを見つけることができた。速く書

くには、式を用いて書くほうが簡単であることを

授業後に指導した。

１０月１９日 ７２×６の筆算の仕方

① ７２ ② ７２

× ６ × ６

４３２ １２

４３０

４３２

Ａ．Ｈ子は、①で正しく筆算で計算できたもの

の、２段式筆算では４３０とし、間違えて計算を

した。後から、正しく計算をすることができた。

１０月３日、１３日、１５日の個人追究の様相

をとらえると、Ａ．Ｈ子は、自分の考えをもつこ

とに時間がかかるものの、何とか習ったことを使

って考えようと努力をしていること、自力解決で

きなかったところは、先生や友達の話を聞くこと

で理解を深めていこうとする姿勢をうかがうこと

ができた。Ａ．Ｈ子の理解できるまで取り組む姿
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勢を評価することで、よさを生かすことができる

ことを感じた。

ＣタイプＮ．Ｒ子・・・

Ｃタイプ・・・既習事項は、ほぼ定着している。乗法のきま

りを用いて、工夫して答えを求めることができる。

１０月８日 ３２×３の計算の仕方

自分で考えた式 絵

３×３＝９ １本 ⑩⑩⑩①①

２×３＝６ ２本 ⑩⑩⑩①①

Ａ９６円 ３本 ⑩⑩⑩①①

ひっ算 ９ ６

Ａ９６円

Ｎ．Ｒ子はまず初めに式を見つけて書き、その

。「 」後お金図に書いて答えを見つけていた ひっ算

と書いていることから、Ｎ．Ｒ子は、筆算の仕方

について知っており、その方法を使って自分で考

えた式を作ったと思われる。式と絵のつながりを

矢印で示すことができていたので、Ｎ．Ｒ子のノ

ートをクラス全体の場で紹介した。

１０月１３日 ２９×３の計算の仕方

分解式を使った計算

２０×３＝６０

２９×３

９×３＝２７

６０

＋２７

８７ Ａ８７円

２９を２０と９に位ごとに分け、分解式を使っ

て、正しく計算をすることができていた。

１０月１９日 ７２×６の筆算の仕方

ひっ算 ２だん式ひっ算

７２ ７２

× ６ × ６

４３２ １２

４２０

分かい式 ４３２

７０×６＝４２０

７２×６ ４３２

２×６＝１２

筆算、２段式筆算、分解式の３つの方法から

答えを見つけることができた。多様な方法から答

えを見つけることができるようになり、自信をも

って取り組むことができていた。

Ａ、Ｂ、Ｃのそれぞれのタイプの抽出児童の

個人追究の様相をノートからとらえた。どのタ

イプの児童もそれぞれ得意とする方法から答え

を見つけることができていた。児童の実態に合

わせた算数的活動を工夫することにより、児童

が楽しく学び、児童自身が学習の理解度や伸び

を自覚することができた。

研究内容２ 「身に付けたい算数の言葉」の

習得を図る。

(１）個人追究の時に、説明する活動を位置づけ

算数の言葉の習得を図る。

せつめいタイムを位置づける

算数の言葉を用いて順序立てて説明することが

できるように、自力解決ができた子から 『説明、

コーナー』へ行き 『せつめい名人への道』を用、

いて説明するペア交流活動を位置づけた。また、

かけ算の筆算の手順を『かけ算の筆算の説明お助

けカード』を用いて、順序よく説明できるように

した。評価カードを用いることで、自信をもって

説明できるようになった。
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４つの視点

・どんな方法で考えたのか（わけ）

・なぜそのように考えたのか（既習の活用）

・どのように考え、答えを見つけたか（解決方

法の順序）

・答えや結果がどうなったのか （結論）。

せつめい名人への道

① どんなほうほうで

② つかったわけ

③ どのように（はじめに～、次に～、答えは～）

前にならったことをつかってせつめいしよう

キーワードを活用する

かけられる数 や かける数 ○の位 や く「 」 「 」「 」 「

り上がり」など、説明するためのキーワードとな

る算数の用語を用いて説明できるように 『使え、

るようにしたい算数のことば』を掲示しておき、

そこで、ペア交流で使えるようにした。

＜つかえるようにしたい算数の言葉＞

教師の支援

・①②③の３つの視点を用いて説明するように

励ます。

・順序立てて説明できているか見届ける。

・習った算数の用語を使っている児童を認め

る。

※はきはき最後までせつめいできたら 青

※③をつかってせつめいできたら 銀

※①②③のぜんぶつかってせつめいできたら 金

＜せつめいタイムでのペア交流の様子＞

かけ算のひっ算のせつめいおたすけカード

かけ算のひっ算のわざ

① ○×○のやり方をせつめいします。

② はじめに １の位の～ （ここまでは

③ つぎに 十の位の～ いいですか）

④ つぎに 百の位の

⑤ 答えは、○○です。

※かけ算の筆算の順番で計算できていたら 青

※順番にわかりやすくせつめいできたら 銀

「せつめい名人への道」と「かけ算の筆算お助

」 、けカード を活用して説明する活動を行うことで

以下のように説明できる児童が育ってきた。

・私は、分解式をつかってやりました。

・分解式を使って計算をすると、繰り上がり

があっても今までの習ったかけ算やたし算を

使って計算することができるからです。

・はじめに２９を２０と９に分けました。

・次に２０と３をかけて６０になりました。

・次に９と３をかけて２７になりました。

・次に、６０＋２７＝８７になりました。

・答えは８７になりました。

(２）共同追究の時に、数学的に見たり考えたり

するための算数の言葉の習得を図る。

「身に付けたい算数の言葉」は問題への見方や考

え方を表したものである。使わせたい言葉を選択

し、積極的に使うように支援したいと考えた。

児童の発言のはっきりしない所を問い返すこと

で、児童から算数の言葉を引き出していくことが

できる。児童が自分なりの言葉で説明をできるよ
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うに支援をし、児童の数学的な見方や考え方を高

めていくことができるように取り組んだ。

算数の言葉 教師の手立て

○の学習で使って、わ 何を使って考えたのだ

をせつめいすると ろう。

○と○が同じです。 同じところ、ちがうと

。（統合） ころを見つけてみよう

○の時のように○がい 今までに同じような学

。えるのじゃないか 習をしたことがないか

（類推）

これらのことからきま まとめるとどんなこと

りを見つけると がいえるのか。

。（帰納） ○の場合はどうだろう

いつも使えるきまりは 他の場面でも使えない

○です。 だろうか。

（一般化）

共同追究の様子

のように考えの同じ所と違う所を比べ

るように働きかけることで のような児

童の見方や考え方を引き出すことができた。

Ｔ：自分の考えをもてた人は、手を挙げてくだ

さい。

Ｃ： ほとんどの児童が挙手）（

Ｔ：何を使って答えを求めましたか。

Ｃ：お金図、たし算、筆算などの反応・・・

お金図を使って考えた児童を指名

Ｃ：ぼくは、お金図を使ってやりました。

⑩のまとまり

と①のまとま

りに分けて計

算しました。

⑩のまとまり

が６こですよ

ね。①が２７こなので、２７円で、６０と２７

で８７円になりました。

Ｃ：これが１こ分で２回くりかえすと、２９＋

２９をして５８に

なって５８に２９

をたして８７で、

答えは８７です。

（Ｒ子）

Ｔ：りおさんは、何を使ってやってくれたの？

Ｃ：たし算。

Ｃ：わたしは、Ｒさんににているけれど少しち

がって、６０＋２７でやりました ・・。

（Ｙ子）

Ｔ：同じたし算じ

ゃないの？

Ｃ：Ｙ子さんは、

⑩と①を分け

。てたしている

Ｃ：Ｒ子さんは、横だけどＹさんは縦に計算し

ている。

Ｃ：Ｙさんのやり方は、分解式のぼくのやり方

と同じ。

分解式で答えを見つけた児童を指名

Ｃ：ぼくは、たし算ではなくてかけ算でやりま

した。Ｙさんみたいに、⑩と①を分けて、

２０×３＝６０．９×３＝２７なので、６

０＋２７をやって８７になりました。

２段式筆算で答えを見つけた児童を指名

Ｃ：ぼくは、２段式筆算でやりました。

２ ９

× ３

２ ７

６ ０

８ ７

２×３は、１０をもと

にしているから６０になります。

繰り上がりがどこにあるか確認する活動

Ｔ：～だったら繰り上がりの２はどこにありま

すか。

Ｔ：たし算では？

Ｃ：②。

Ｔ：分解式では？

Ｃ：９×３＝②７。

Ｔ：２段式筆算では？

Ｃ：２７の２。

Ｔ： 黒板の内容を示して）お金図や分解式、（

２段式筆算を使って答えを見つけることが

できました。今日、みんなが見つけた方法

から繰り上がりのあるかけ算の筆算を作っ
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ていきましょう。

プリントを配付し、繰り上がりがある筆算の仕

方を知る

Ｔ：黒板で、筆算の仕方を一緒にたしかめる。

Ｃ：筆算を書きながら はじめに～ 次に～

答えは～

Ｃ：３７×２の筆算に各自取り組み、代表者が

発表する

ペアで３７×２の筆算の仕方を説明し合う

Ｔ：ペアでかけ算の筆算のお助けカードを使っ

て３７×２説明をしましょう。

「繰り上がり」という言葉を入れて説明で

きるようにしましょう。

Ｃ：ペアになって交代で説明をする。できた児

童から残りの練習問題とたからものまとめ

。を行った

お金図の考えの児童を第一指名することで、そ

の考えから自然にたし算、分解式、２段式筆算へ

とつながっていった。児童の思考の流れに沿った

追究は、Ａタイプの児童の理解にも有効であった

と思う。

また 「かけ算のひっ算の説明のわざ」カード、

と対応させ、児童が見つけたお金図とと関連付け

て繰り上がる筆算の仕方を導入することにより、

どの児童も筆算の意味を具体的に把握することが

できた 「せつめいタイム」で３７×２の筆算の。

説明をペアと交流する時には、全員が操作の順番

を守って、説明することができていた。

こういった活動を通して、算数のことばを使っ

て説明することに自信をもって取り組む児童が育

ってきた。

（３）算数の言葉を用いて、今日のたからものを

まとめる。

Ｍ、Ｍ子のたからものまとめ（Ａタイプ）

・１０をもとにすると、０をけせる。( )10/6

・分かい式をするとすぐ答えがわかる。( )10/7

・くり上がりをわすれないようにちゃんと線上

に書く。( )10/13

・百のくらいのひっさんのぶんかいしきで正し

く計算するには、３つ式がいる。( )10/21

Ａ．Ｈ子のたからものまとめ（Ｂタイプ）

・はじめてかけ算のひっさんをやったけれど、

２けたのかけ算をやって１０をもとにすると

かんたんでした。( )10/6

・分かい式の十の位と一の位を分けてかけ算を

することがわかりました。( )10/7

・一の位にも十の位にもくり上がりがあるので

わすれないようにしたい。( )10/19

Ｎ，Ｒ子のたからものまとめ（Ｃタイプ）

・今日の勉強は分かい式を使って計算をする。

いくら３２とかでも分かい式を使うとかんた

んということがわかった （ )。 10/7

・２だん式ひっ算とひっ算のちがうところは、

２だん式は、上から下へ計算をして、ひっ算

は、下から上にやることがわかりました。

( )10/8

・今日のべんきょうでは、１の位がくり上がる

時は、十の位の線の上にくり上がった数を書

くと、わすれないからべんりだとわかった。

（ )10/13

「今日のたからもの」をまとめる活動でも、進

んで算数の言葉を用いてまとめることができるよ

うになった。

今日のたから

ものを算数の

ことばを使っ

てまとめよう。
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Ⅶ実践の結果

＜抽出児童の今日のチャレンジのふり返りより＞

①自分の考えをもつことができた。

②自分の考えを説明することができた。

③今日の勉強がよくわかった。

Ｍ、Ｍ子 Ａ．Ｈ子 Ｎ，Ｒ子

① ② ③ ① ② ③ ① ② ③

◎ ◎ ◎ ○ △ ◎ ◎ ◎ ◎10/7

◎ △ △ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎10/8

◎ △ △ ◎ △ ◎ ◎ ◎ ◎10/13

空 白 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎10/15

◎ △ △ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎10/19

◎ ○ ◎ 空 白 ◎ ◎ ◎10/21

＜クラスの児童の意識調査より＞

実践前

自分の考えを書くことが 苦手である ２１％

まあまあ得意６４％

とても得意 １５％

自分の考えをせつめいす 苦手である ３４％

ることが まあまあ得意５１％

とても得意 ２５％

実践後

自分の考えを書くことが 苦手である ５％

まあまあ得意５３％

とても得意 ４２％

自分の考えをせつめいす 苦手である ０％

ることが まあまあ得意４３％

とても得意 ５７％

＜かけ算の筆算のべんきょうで伸びたこと＞

・かけ算の筆算の説明をうまくできるようになっ

た。

・自分の考えをお金図や式を使って書くことがで

きるようになった。

・ペアと説明をして楽しかった。

・かけ算の筆算の計算がすらすらできるようにな

った。

年度当初の児童の実態

○操作活動や話し合い活動に意欲的に取り組む

ことができ、操作を通して見つけたことを進

んでで説明しようとする児童が多い。

▲挙手は多いが 「わけ」を説明するように促、

すと、手が下がってしまう。自分の考えを順

序立てて説明したり、論理的に説明したりす

ることが苦手な児童が多い。

かけ算の筆算の実践を終えて

◎個人追究では、既習の内容を使って進んで

自分の考えを書くことができるようになり、

１つだけでなく多様な方法から考えを持てる

ようになってきた。

◎ 自分の考えを説明することを楽しいと感じ

る児童が増え、順序立てて説明することが

できるようになってきた。

Ⅷ 実践の成果と課題

◎児童の実態に合わせ、お金図、分解式、２段式

筆算を用いて自力解決する算数的活動を工夫す

ることにより、児童が楽しく学び、児童自身が

学習の理解度の高まりや伸びを自覚することが

できた。

◎児童の説明の足場となる４つの視点を用いて説

明する活動を工夫し 「算数のことば」を積極、

的に使うように支援することによって 「前よ、

りもうまく説明できるようになった」と感じて

いる児童が増えた。

◎「身に付けたい算数のことば」を明らかにする

ことにより、算数のことばを使って表現できる

児童が増えた。

◎「位ごとに分けて計算すれば既習の計算で答え

を見つけることができる」よさに気付き、その

よさを使って見通しをもって問題を解決した

り、説明をしたりすることができた。

●「身に付けたい算数のことば」の活用方法をさ

、 。らに工夫し 内容を吟味していく必要がある
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